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 みなさまこんにちは。現在夏休みに入っています！夏休みは 7/2から 9/9の約 2ヶ月

間です。7月は、実は 4日までしか台湾にいませんでしたが、今月もご報告していきま

す。まずは今学期最後の大イベントのサマーキャンプについて、その後、残りの７月を

どのように過ごしたかもお伝えします。 

 

【English Summer Camp】 

7 月 2.3 日には、國泰國小という大学付近の小学校で

英語を教えるサマーキャンプがありました。これは「第二

言語としての英語教育」（TESOL）についての授業のゴール

となるイベントで、グループ毎に用意したレッスンプラ

ンをベースに、アメリカ、ペンシルベニアの大学から訪れ

た 7人のアメリカ人学生と一緒に、約 30人の小学 4.5年

生に英語を教えました。 

私は教育学部ではないのですが、英語教育にはとても興味があったので、この授業を

通して実際に、台湾という、同じアジアで日本以外の国の英語教育の実態を少しでも見

ることができたのは、とても貴重なことでした。更に、自分達で授業を組み立て、実際

に教えなければならなかったことも、小学 4.5年生、つまり英語の勉強を始めたばかり

の子供達にはどの程度の難易度が的確か考えたり、どうすれば楽しく学んでもらうこと

ができるか、という普段自分の勉強をしているだけでは考えないことを考える機会とな

りました。また、このイベントでは前述したように、アメリカ人の学生も本番のみ参加

したのですが、これは日本の教育現場にもＡＬＴと呼

ばれるネイティブスピーカーがいる状況に似ていると

思いました。そして、レッスンプランは彼らと一緒に

作ったわけではないので、私たちにはどのように彼ら

を巻き込むかという点に問題があったことと、ＡＬＴ

の存在が有効活用されていない場合があるという問

題はほぼ同じ課題であったと考えています。この観点

から、今後私なりに分析したいと考えています。 

少し堅い話になってしまったかもしれませんが、このイベントは、私たちが考えたゲ

ームなどを通し、子供達は楽しく英語の新しい単語やフレーズを覚え、大成功に終わっ

たと思います。私個人としても、みんなの前で中国語を話したりはできませんが、子供



達に直接的に英語と精一杯の中

国語を使って話しかけた結果、

なついてくれたのでとても嬉し

かったです。また、このプロジ

ェクトを通し、話し合いや時間

を共にしているうちに、クラス

メートとも最後にはとても仲良

くなれたので、この授業を選ん

で本当に良かったと思います。また、この授業に参加することを許してくださった担当

の教授にもとても感謝しています。 

 

【夏休み 7月編】 

 上述のサマーキャンプ後、私はどこへ向かったでしょう？夏休み中は帰国しようと、

最初から決めていたのですが、帰りにいくつかの地域を回ってから福井に帰ってきま

した。まず私が向かったのはインドネシア、アチェです。アチェには昨年福井大学に

留学していた友達がいるため、半年前まで同じく福

井にいたジャカルタ出身の友達と一緒に会いに行こ

うと決めました。豊かな自然と文化がある本当に美

しい場所で、行くことができて大変良かったです。

次にジャカルタにも行きました。自分の大学に留学

していた友達の故郷に行ったことで、知らなかった

彼らの一面を見ることができたり、彼らの文化や国、歴史に

ついてもっと知りたいと思わされたり、私にとって大きな意

味のある経験になりました。特に、私はずっと歴史や地理に

苦手意識があり、あまり興味が持てずにいましたが、今は高

校の教科書などを引っ張り出して読んでいて、夏休みはそう

いった勉強にも力を入れようとも考えています。 

 インドネシアに約 1週間滞在した後は、人生初めての沖縄

（17日間）に行きました。しかしこれは旅行ではなく、イン

ターンシップが目的です。去年参加した台湾人の友達の勧め

によって、「りっかりっか*フェスタ」という、国際演劇祭の

スタッフをしていました。チケットの注文を受け、発券する仕事の手伝いや、他会社

への挨拶に同行させていただいたり、ちょっとした通訳でのサポートの他に、台湾人

インターン生と共に会場の飾り付け、接客などをしました。また、宿泊も 20人以上の

台湾人インターン生（多くが文藻大学）と私で、日本にいながら中国語に触れられる

環境に身を置くことができたことは、とてもラッキーだったと思います。 

REUNION 再会！ 

Aceh 中心のモスク 

イスラム教にも興味がわきました 



【最後に】 

 長旅を経て、7 月終わりにようやく福井に帰り、今は疲れを取っているところです。

5 ヶ月間、ホームシックなどにはなりませんでしたが、地元についたときは安心感や

戻って来たことの嬉しさで一杯になりました。9 月に台湾に戻るまで、来学期の準備

をしっかりしたいです。 


